
　将来、自分はどこで、ど
う過ごしたいのか。何が
したいのかを元気なうち
から考えて話し合うこと
が大切なんですね。

※このような取組は、個人の主体的な行いによって考え、進めるもの
です。知りたくない、考えたくない方への十分な配慮が必要です。

詳しくは…

今後の人生をどう過ごしたいか考えましょう 伝え、話し合い、共有しましょう

気持ちの変化があった時は、何度でも考え、話し合いましょう

大 切 な こ と メ モ
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あなたの意思を尊重し、
専門職のチームが支えます

もしものときのために「人生会議」

　現在8割の方が病院で亡くなっていますが、「延命
治療はせずに自然な死を迎えたい」といわゆる“尊
厳死”“自然死”を望む方も増えています。今後の人
生をどこで過ごすかを考え、決めておくことは、とて
も重要なことです。あなたの人生はあなたが主役で
すから。

　あなたが望む医療やケアを受けるために、大切
にしていることや望んでいることを自分自身で前
もって考え、信頼する人たちと話し合い、共有する
取組が「人生会議」です。

●東京都
　ACP普及啓発小冊子
　「わたしの思い手帳」

●厚生労働省
　「人生会議」してみませんか

ホームページをご覧ください。

いざというとき役立つこと、
覚えておきたいこと、

伝えておきたい自分の希望など

A
7 住み慣れた自宅で

最期を迎えることはできますか？

よくある質問

　将来、意思決定能力がなくなってもあなたの意思
を尊重し、自宅での療養等、希望に沿った対応がで
きるよう専門職のチームが支えます。（人生の最終段
階になると医療やケアについて自分で決めたり、望
みを伝えることが難しくなると言われています。）

自分にとって
大切なことは
何だろう

信頼できる人は
誰だろう

自分の考えを
信頼できる人や
かかりつけ医、
ケアマネジャー等
に伝えてみよう

伝えたことについて
話し合ってみよう

話し合いの結果を
大切な人たちと
共有しよう

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/
iryo/iryo_hoken/zaitakuryouyou/
acp_booklet.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02783.html

終活とはどう違うの？
　一般的に「終活」は、お葬式やお墓、遺言、相続、延命治療の有無などについての希望をエンディン
グノート（終活ノート）に書き留める取組を指すことが多いようです。
　人生会議（ACP）は、あなたが大切にしていることや人生の最期が近づいてきたときの生活や医
療・ケアについて自ら考えたことを、家族や大切な人、医療・ケアチームと共有しながら繰り返し話し
合うプロセスです。
　思いや考えを書き留めるだけでなく、家族や医療・ケアチームと話し合い、共有することを大切に
している点が、人生会議の特徴です。


